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In vitro propagation of Delphinium (Delphinium elatum L.) by tissue culture
2. Efficient culture conditions inducing somatic embryogenesis

Masayuki AMAGAI and Sadao YONAI

Summary

Four strains of Delphinium (BS1, BB, SP1. vd) were used to determine the culture condition
for somatic embryogenesis. Leaf blades, petioles. tuberous roots and secondary roots were isolat-
ed as the explants from the cultured plants. And also, pistils, stamen and petals were isolated
from the flower buds.

The efficient culture conditions were obtained, when the explants were incubated in a dark
condition at 20 C for 60 days on the modified MS medium, in which KNO:, NH:NO: and KH:
PO+ was decreased to 1/3 of original concentration, 1ppm 2.4 — D, 1ppm benzyladenin, 3% sucrose
and 0.25% gellan gum were added, at pH 5.6. All of the tissues of a strain, yd, which shows a
remarkable ease of in vitro tissue culture, were applied to somatic embryogenesis. The induction
rate of somatic embryoids differed with each strains and tissues. The secondary roots of a strain,
yd, showed the highest frequency of somatic embryogenesis, and its induction rate was approximat-
ely 85%.

In the culture of flower buds, embryonic callus and globular embryos were differentiated from
the bottom part of pistil and the gap between the filament of stamen and anther. In this case, the
potency of somatic embryo differentiation was related to length of the flower buds, and the
frequency of the short flower bud (6 to 8mm) was four times as high as that of the long flower
bud (10 to 12mm).

Bull. Tochigi Agr. Exp. -}
[Stn. No.A2:45~52 (1994) |
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栃木農研報　No42：45〜52（1994）

デルフィニュウム（．馳励傭％獅．ε傭％卿）

　　　　の組織培養による大量増殖

　　　第2報　不定胚誘導条件の検討

天谷正行・米内貞夫＊

1　緒言

　前報では，開花株を材料とした組織培養法に

ついて報告した．サイトカイニンにより不定芽

を出芽させ，これを株分けにより増殖する方法

では，品質の良い苗は生産できるものの，大量

に増殖するには非常に手間がかかるため，より

効率の良い大量増殖法の確立が望まれている．

　植物の組織培養技術は1950年代に急速に発達

し，Haberlandt5）が1902年に提唱した，分化

全能性（totipotency）という植物に固有の特性を

証明する知見が蓄積されてきた．そして体細胞

から起こる植物の再分化が，種子胚と形態的に

非常に類似したステージを経ることをsteward

ら15）が初めて示し，以後この形態を体細胞不

定胚（somatic　embryogenesis＝以下，不定胚と

する）と呼ぶようになった．遺伝子型が全く同

一な個体を大量増殖することが可能であるなど，

農業生産性を飛躍的に向上させる効果が期待さ

れるため，現在までに不定胚誘導は実に様々な

植物において試みられている，しかし，不定胚

を誘導するための方法論を追求した報告は多い

ものの，その基礎原理については未だに明らか

ではなく，つい最近になってやっと，分子生物

学的アプローチによって不定胚分化に関する遺

伝子が単離され，機能解析が始まったところで

ある16・20）．また，不定胚分化に関する新たな

方向性を示すものとして，Biddingtonら3）はエ

チレン生合成阻害が不定胚誘導率を向上させる

ことを見いだし，De　Jongら4）は不定胚分化能

力の無い突然変異型のニンジンの培養細胞に，根

粒菌が作り出す多糖脂質を加えることで，不定

胚分化能力が復帰することを明らかにしており，

今後の研究の進展が期待されるところである．

　さて，不定胚誘導に供試する部位の選択は，

特に開花選抜後の株を培養する場合には，次の

ような点を考慮しなくてはならない．すなわち

1）元株を維持しながら，2）多量の材料を供給

することが可能であることに加えて，3）雑菌

の除去が容易に行える部位であることである．

大橋ら12）は有菌植物であるシクラメンの雌蕊

から不定胚誘導に成功したが，この一連の研究

の中で蕾内組織の雑菌密度が他の組織と比較し

て低いことを指摘している13）．このほかにも蕾

内組織から不定胚を誘導した例としてはライム

ギ18），ユーカリ19），オーチャードグラス10），

リンドウ11）などがあり，いずれも蕾内組織が

培養に適していることを報告している．また，

Hatanoら6）はデルフィニュウムと同じキンポ

ウゲ科のトリカブトの繭を培養し，同様に飯塚

ら7）は雄蕊から不定胚誘導に成功している．そ

こで今回筆者ら1）は，デルフィニュウム（D．

θ’α伽観）の無菌植物株，及び開花株組織を材料

として不定胚誘導条件を検討した結果，培養植

物の側根や花器組織からカルスを誘導し，不定

胚を分化することに成功したので報告する．

夏　無菌植物組織からの不定胚誘導

※　現栃木県農業大学校

1．目　的

株分割法による継代増殖中の組織を材料とし
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